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ブラジルのリオデジャネイロ






















予 定 で は 延 長 26km だ が 若
干の距離縮小になる見通し
37 アジ研ワールド・トレンド No.250（2016. 8）
た、世界的な観光ビーチであるコパカバーナを中心とした地区も五輪会場のひとつとなっている。コパカバーナ地区ではビーチバレーやトライアスロン、近隣の湖でのボート、市中心部も疾走するマラソンなど五輪 七競技、パラリンピックで五競技が行われる。　
四つ目の五輪会場はデオドロ地区で、リオ市
北西部の郊外に位置し、軍隊の既存の関連施設を活用し整備が行われていた。デオドロ地区では、五輪で一一競技、パラリンピックで四競技が実施される。筆者が訪問した時 最寄りの駅や街角に五輪のポスターなどは一切なく、五輪が三カ月あまりに迫っているという雰囲気は感じられなかったが 駅や関連施設の多くで五輪に向けて工事が行われていた なお、同地区は軍関連の施設や住宅 集中しているため 比較的治安が悪いとされるリオ市北部 方に位置するが、筆者 歩 みた限りで 安全な印象を受けた。　
デオドロ地区にはスーパービアと呼ばれる鉄
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写真 12　再開発が進む港湾地区にあり、完成すると南米で
最大となる水族館。ただし 2016 年 1 月、工事中の水族館に
強盗が押し入り、パソコンや工事用具が盗まれる事件が発生
した（同写真は 2015 年 11 月訪問時）
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道でアクセスできる。スーパービア鉄道では、映画『セントラル・ステーション』の舞台ともなったセントラル・ド・ブラジル駅から郊外または隣接する別の市まで五本の路線が運行されている。筆者が週末に乗った際、ブラジルでたまにみかけるミネラルウォーターや缶ビール、スナック菓子の売り子だけでなく雑誌、ＤＶＤ、自家製ケーキ、電車のなかなのに火入れし ブリキ缶でピーナッツ菓子を温め
て売る人たちが、ひっきりなしに車内を往来していた。なかには大きな声を出すのが疲れたのか、録音した売りセリフを携帯スピーカーで流しながら売り歩く もいた。また、乗客と思われたひとりの男性が突然、持ってい 太鼓を叩き出すと、通 かかっ 子の男性が太鼓のリズムに合わせてラップやサンバを歌い出し、車内は「何でもあり」なちょっとし スーパーかテーマパークのよう 状態とな た。そ 時筆者は、まるでリオ庶民の世界を描い 映画のなかに入り込んだかのような感覚に陥っ　
リオでは五輪開催に際して、インフラの老朽
化や治安の悪化が顕著な港湾地区の再開発が進められている。同地区に位置するマウアー広場には、環境問題 どをテーマにした「明日の博物館」や美術館が既にオープンしており、そ近くには完成すると南米最大となる水族館が建設中であった。また、ＶＬＴと呼ばれ 近代的
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写真 14　VLT の試験走行が行われていたリオ市中
心街にある市立劇場前広場のリオ・ブランコ大通
り。VLT 完成後、同大通りは VLT とバスだけが通
行可能となるが、同広場付近は VLT と歩道のみに
なる予定







治安維持部隊を設置するとともに、北部と 心部の二カ所のファヴェーラにロープウェイが二〇一一年と二〇一四年に建設され、ファヴェーラ内の治安回復や住民の日常生活の利便性向上が試みられている。しかし筆者が訪問 た際、原因は不明だが中心部のロープウェイは長い間運行中止で、北部 方は久しぶりに運転を再開したところであり、立ち入り難いファヴェーラという問題の深刻さを端的に物語っていた。　
ブラジルでは最近の景気悪化などにより、今
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